
雪国勝⼭で
オリーブを育てる

・積雪が多い地域でオリーブを育てる時の注意点
・寒冷地でオリーブを育てる意味



勝⼭の農地の特徴

今回植樹をした農地は、平泉寺の北⾕に有
る農地をお借りして植樹を⾏いました。
南向き農地で⽇当たりが良く⽢⼟の層が薄い
⼟地です（⽔捌けが良い⼟地です）
⾵は、⼀年を通して⽐較的良く通る⼟地だと
思われます。
積雪は今年は１m以上積雪があったと思われ
ます。
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⼟づくり
勝⼭の⼟地は20〜30cmの所まで地下⽔が来ていると考え

られます。
そのため、今回⽔捌けの良い⼟作りと、畑造りを意識して作
りました
『畑作り』
溝を掘り⾬⽔が、履けるようにしました
『⼟づくり』
①⽜糞（籾殻を多く⼊れ⽔捌けの良い⼟を意識しています）
②⽶ヌカを多く加えました（⽶ヌカは⼈間で⾔うオロナミン
cみたいな活⼒剤の役割だそうです）
③舞鶴で頂いた牡蠣殻も植樹の時に設置しました。



牡蠣殻効果
👈牡蠣殻なし
牡蠣殻有り👉

緑⾊の濃さも違います
葉っぱの⼤きさも違います
⽣えてる、草の種類も違います



６ヶ⽉過ぎて
牡蠣殻の様⼦

👇新しい牡蠣殻です

半年経って⾵化が
始まった牡蠣殻です👉

太陽と⾬と⾵により分解され栄養が
⼟に染み込んで⾏っています。



寒さに強い品種は
成分も濃い
寒さに強い植物は凍結から⾝

を守るために糖分を濃くする傾
向がある。
暖かい地域で育てた苗⽊を寒

冷地に持ってくると馴染むまで
育ちにくいそうです。逆に寒い
地域の苗⽊は暖かい地域に持っ
ていっても問題はないそうです。

https://野菜の育て⽅.com/



植物には「凍りにくくなる」しくみ
耐凍性（たいとうせい）

戦略① まずは冬支度 〜低温馴化（ていおんじゅんか）

植物の０℃以上の凍結しないほどの低温（2〜4℃）や日長の変化など

👇

細胞内に多くの糖類やアミノ酸、タンパク質などが蓄えられるというのも。

（例がホウレンソウで、冬に葉を広げるホウレンソウは甘くて美味しくなる。これ

は細胞の中に糖類などを蓄えているからで、ホウレンソウが低温を耐え抜く）

植物の戦略② 内部は凍らせない

最初に氷の結晶ができるのが、細胞間のすき間や、あるいは細胞壁（細胞の中に糖
類やアミノ酸など様々な物質が溶けているから）

👇

氷の周りの水は、氷に引きよせられていく性質がある

👇

細胞内は脱水状態となるので、ますます凍りにくくなる

『BuNa』のHPより



苗⽊の⽣産にも
挑戦しました。購⼊した苗⽊・福井⼤学のオリー

ブの⽊の剪定した枝を使⽤して挿
し⽊にもチャレンジしました。
寒い地域で育てた苗⽊の⽣産は濃
い養分を持った苗⽊になることを
期待しています。



植樹
（9⽉3⽇）

勝⼭市ちょいチャレの事業を使
い植樹を⾏いました。
30⼈（福井オリーブ研究会6⼈参
加）を越える⼈に集まっていた
だき、オリーブについてのクイ
ズ＆オリーブ産業の説明を⾏っ
た後、植樹を⾏いました。



冬⽀度
11⽉5⽇寒冷紗
巻き付け

寒冷紗を⽀柱に巻き付け上・
真ん中・下の３箇所を⿇紐で縛
り、⾵でバタバタしないように
設置しました。



⼤雪の後（2⽉15⽇）
今年の積雪は１mを超えていた
ので、⽊は埋もれていました。
しかし、1本だけ枝が折れて

いましたが⼤きなダメージもな
く、元気に育っています。
春に向けて⽊は養分を成⻑の

⽅に使い始める3⽉・4⽉には
越冬⽤の糖分が減ってしまい、
1⽉2⽉だと問題ない寒さでも
春先の遅霜には弱いと聞くので、
このまま4⽉いっぱい寒冷紗は
このまま設置しておきたいと思
います。



昨年天草のオリーブ園で購⼊した
化粧⽔・リップクリーム購⼊がなん
ともしっとりとした肌になり快適に
冬を過ごすことができました。
いろいろな有名な成分が⼊ってい

ますが、オリーブ葉エキスがいいよ
うな気がします。
ここが、寒冷地で育てたオリーブ

でいい結果が出てくれるといいと
思っています。

オイルだけではない
オリーブの魅⼒



オリーブの葉エキスにつ
いて(オレウロペイン)
• アンチエージング
• ⿊⾊メラニンの抑制
• 肌⾊メラニンの⽣成
• コラーゲンの⽣成の補助



まとめ・課題
雪で鍛えたオリーブを⽣産する事のメリット、同じ種類でも寒さにより強くなることを⽣かした。

（⽊の成分が濃くなること）

・オリーブオイル

・オリーブ葉エキス

・オリーブ苗
などの栄養分のバランス・濃度などに変化を⾒つけていけたいです。

今後は、研究開発・商品化を進めていくことの出来る、福井オリーブ研究会・福井⼤学・福井県企業
との連携が望ましい。

9⽉の植樹に協⼒していただいた⽅々に感謝します

福井オリーブ研究会 役員： ⼭⽥ 晋洋（未来の種代表）


